
御幸森小学校と中川小学校の

学校再編について
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資料２



2

御幸森小と中川小の児童数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

御幸森小

22人 10人 14人 11人 23人 6人

12 10 7 3 6 8 7 4 14 9 3 3

中川小

45人 61人 51人 51人 65人 45人

21 24 30 31 25 26 34 17 26 39 23 22

※平成30年5月1日現在の児童数
下段は、左が男子、右が女子
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児童数の推移～御幸森小学校～
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児童数 学級数

※平成30年5月1日現在の児童数を基に推計を算出しています。
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児童数の推移～中川小学校～
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※平成30年5月1日現在の児童数を基に推計を算出しています。
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提案に至った経緯

これまでは

・大池中学校区単位で学校再編を進める

⇒舎利寺小校区が２中学校区に分かれるため、最短で2022年開校

・学校設置協議会準備会で意見交換

⇒ご理解を得られたら学校設置協議会へ

児童数の少ない学校から優先的に取組むべきとのご意見も

御幸森小の教育環境を一年でも早く改善したいとの想い

⇒ 段階的な学校再編をご提案



段階的な学校再編

御幸森小・中川小
学校設置協議会

開校（暫定）

大池中学校区
学校設置協議会

新校開校

3月8日 ＜最短で2020年＞

＜最短で2022年＞

２段階での学校再編を推進し、教育環境改善を早期に実現

第１次再編

第２次再編
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多くの児童が
まなび合える
環境を実現

施設連携型
小中一貫校

大池中学校区
学校設置協議会

準備会



○ 新たな小学校の施設として活用

◇ 新たな中学校の施設として活用

新たな学校の配置案

大池中

舎利寺小

中川小

大池中学校

（仮称）新小学校
もと中川小学校

御幸森小
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新校区の通学距離（最長）

御幸森小学校区 約１.５ｋｍ

中川小学校区 約１.１ｋｍ

第１次再編
第２次再編
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新たな学校の児童数・学級数の推移

※御幸森小学校と中川小学校を再編し新たな小学校を設置した場合の推計。
ただし、平成30年5月1日現在の児童数を基に32年度以降の推計を算出しています。

合計 361（12） 347（12） 328（12） 303（12） 277（12）

１年 49（2） 49（2） 46（2） 45（2） 40（2）

２年 49（2） 49（2） 49（2） 46（2） 45（2）

３年 66（2） 49（2） 49（2） 49（2） 46（2）

４年 70（2） 65（2） 49（2） 49（2） 48（2）

５年 65（2） 70（2） 65（2） 49（2） 49（2）

６年 62（2） 65（2） 70（2） 65（2） 49（2）



新たな学校の開校時期（最短スケジュール）

御幸森小学校・中川小学校
学校設置協議会

開
校

2018年度
H30年度

2019年度
H31年度 2020年度

※2020年4月開校のためには、

2019年5月市会で議決されることが望ましい
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当面のスケジュール（案）

●本日の協議会

以下の事項について、ご確認いただきたい。

・協議会の運営について

（会議の成立要件、議決要件など）

●次回の協議会

以下の事項について、ご確認いただきたい。

・開校時期

・協議会の検討項目


